
公立大学法人   都留文科大学 

 

第 4 回教育研究審議会 

 

議事概要 

日 時 令和元年 5月 22日（水） 午後 1時 10分～1時 50分 

場 所 本部棟 3階 大会議室 

出席者 福田誠治学長、阿毛久芳副学長、新保祐司副学長、深澤事務局長、小林重雄理事、 

西尾理学長補佐、平野耕一学長補佐、加藤めぐみ学長補佐、樋口雄人学長補佐 

加藤敦子国文学科長、Hywel Evans英文学科長、山本芳美比較文化学科長、 

原和久国際教育学科長、鳥原正敏学校教育学科長、春日尚雄地域社会学科長、 

竹島達也大学院研究科委員長、野中潤図書館長(兼)情報ｾﾝﾀｰ長、 

竹下勝雄地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、茂木秀昭国際交流ｾﾝﾀｰ長、豊嶋朗子語学教育ｾﾝﾀｰ長、 

矢嶋亘総務課長、石川和広経営企画課長、藤江隆学生課長 

欠席者 廣田健教職支援ｾﾝﾀｰ長、市原学入学ｾﾝﾀｰ長 

 

福田学長より挨拶 

 

 

２ 議  事 

（1）都留文科大学３ポリシーの一部を改正する制定（案）について（国文） 

担当から資料 1に基づき説明。提案通り承認。 

学習指導要領などの改正に伴い作成し、4月 1日から国文学科のカリキュラムが新しくな 

ったことにより都留文科大学 3ポリシーの一部を改正する。大きな変更点は、６つの分野 

であるカリキュラムの中の「情報・文化」から「日本文化」と替え、英語の分野をたてる 

こととした。また、主体的に学びチームで協働しながら課題について取組むことができる。 

といった内容を新たに付け加え、具体的に明確にした内容としている。 

 

（2）第 2期中期計画にかかる平成 30年度「年度計画」に対する実績について 

担当から資料 2-1、2-2に基づき説明。提案通り承認。 

  ・5月 7日の常任理事会において暫定分を提案したが、数字が固まったので再度提案。 

  トータル昨年度 3.6から 3.7となり、小項目の 3点以上の評点の占める割合が 81％から 

86.1％と上がっている。中期計画の進捗についておおむね順調である。 

しかし 3年間続けて１と２という評価があり、第 3期に向けて市と調整していきたい 

 

（3）カリフォルニア大学との協定について 

担当から資料 3に基づき説明。提案通り承認。 

2019年 5月 16日付けでカリフォルニア大学から、都留文科大学との交換留学に関する協定を、 

2021 年 6月 30日をもって失効する（更新しない）という書面がメールで届いた。 

国際交流センター運営委員会で審議した結果、カリフォルニア大学で 1年ほど前から検討され

てきたことや、先方の事情ということもあり、協定失効はやむを得ないという結論に達した。 

今後は、教育学部のあるカリフォルニア州立大学など、新たな提供先を開拓していく。 



 

３ 報  告 

 

４ その他 

  なし 

 

以上 


